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研究要旨 

本邦における造血細胞移植登録の一元化・電子化が 2006 年より実施され、本邦

における造血細胞移植活動状況および移植成績情報が正確になり、この成果は患

者・医療現場に還元されている。今後はこの移植基本データベースの質の向上と、

登録研究の発展が課題である。本研究では、移植医療の登録研究方法論を技術的

に分析し、登録研究の効率と質を上げ、本邦の造血細胞移植一元化登録を研究登

録データベースとして発展させることをその目的とした。現在の基本データベー

スから研究データベースへ発展させていくために、ワーキンググループ研究の活

性化、二次調査研究の体制構築、第二世代 TRUMP の開発、国際共同研究の活性

化、QOL 調査などをキーワードとして研究活動を行った。また、登録研究の活性

化のためには統計解析の質の向上および効率化が不可欠であり、基本解析変数を

作成できる共有スクリプトの開発を行い、教育セミナーを開催した。  

 

 

A. 研究目的  

 本邦における造血細胞移植登録の一元

化・電子化が 2006 年より実施され、本邦に

おける造血細胞移植活動状況および移植成

績情報が正確になり、この成果は患者・医

療現場に還元されている。2013年度末には、

この一元化データベース内造血幹細胞移植

情報は 7 万件に達した。これを集計・解析

し、移植医療に生かすことのできる情報と

して発信するためには、データ管理・統計

解析の知識が必要のみならず、多大な労力

を要する。また、現在の調査項目はいわゆ

る「基本項目」であり、移植医療の状況把

握や大まかな移植成績の検討には足りるが

詳細な検討が必要な研究を実施する場合に

は不十分である。  

本研究では、移植医療の登録研究方法論

を技術的に分析し、登録研究の効率と質を

上げ、本邦の造血細胞移植一元化登録を研

究登録データベースとして発展させること

をその目的とした。本研究により本邦の造

血細胞移植臨床研究が発展し、欧米亜の造

血細胞移植グループとの連携した国際共同

研究の活性化も期待できる。  

 

B. 研究方法  

1．研究データベースの構築と解析（ワーキ

ンググループでの研究）  

国内のテーマごと研究グループ（ワー

キンググループ）を組織し、開始当時収

集項目での解析を開始すると同時に、

2011 年度には研究データベース項目の

検討を行い約 100 項目を追加し、2012 年

度には、データベース上の重要項目の欠

損割合を踏まえた、データクリーニング

を実施した。2013 年度には、研究活性化

のための進捗管理方法の検討を実施し

た。分担研究者が委員長を務める日本造

血細胞移植学会造血細胞移植登録一元

管理委員会および日本造血細胞移植学

会データセンターとの連携のもと実施

した。  

●ワーキンググループでの研究活動の活

性化（分担研究者：坂巻壽、研究代表者：

熱田由子）  

2013 年 12 月末時点で参考文書 1 に示

す 23 のワーキンググループにて、延べ

522 名の研究者（1 名 3 ワーキングまで

参加のため 239 名）が研究活動を開始し



ている。ワーキンググループ会議支援、

個々の研究レベルでのサポートという

方法をとった。横断的テーマのワーキン

ググループ責任者は本研究の分担研究

者として、疾患テーマのワーキンググル

ープは本研究の研究協力者として参加

した。  

●二次調査研究体制の構築（分担研究

者：坂巻壽、研究代表者：熱田由子）  

TRUMP にある項目は限られており、

個別の研究計画の際に TRUMP にない項

目の調査（二次調査）を必要とするもの

の要望が挙げられた。二次調査実施体制

は中央（データセンター）レベルでも、

またサイト（移植施設）レベルでも整っ

ていない。2011 年度にはこの実施方法を

検討した。実施に関しては、登録施設の

負担を考慮し、実施研究に関しては、公

平性を重視し、希望者によるプレゼンテ

ーションの機会を設けた上で、造血細胞

移植登録一元管理委員が採点を実施し、

その平均点の優劣で決めるという方法

をとった。2012 年度および 2013 年に 2

件ずつ、計 4 件の二次調査を全国の移植

施設を対象として実施した。  

●HLA の不適合と造血幹細胞移植研究の

ための研究データベースの構築と解析

（分担研究者：神田善伸）  

「HLA と移植成績」に関する研究テー

マを HLA ワーキンググループメンバー

に公募し、造血細胞移植一元管理委員会

に申請し研究を推進した。  

●代替ドナー・幹細胞研究のため研究デ

ータベースの構築と解析（分担研究者：

宮村耕一）  

「ドナー別（血縁・非血縁）・移植細胞

ソース別（骨髄・末梢血・さい帯血）に

よる移植成績」に関する研究テーマの登

録研究を推進した。北米を中心とした登

録機関である Center for International 

Blood and Marrow Transplant Research

（CIBMTR）との共同研究を実施した。  

●Graft-versus-host disease（GVHD）研究

のための研究データベース構築と解析

（分担研究者：村田誠）  

「GVHD 予防法と GVHD」に関する研究

テーマの登録研究を推進した。GVHD に

関する調査項目の再検討を行った。  

●解析データセットの質の向上に関する

研究（研究分担者：森島泰雄、長村登紀

子）  

非血縁者間骨髄移植において主治医

から一元化データベースに報告された

HLA 型は患者登録時に実施された情報

に基づくもので、ドナーと患者の HLA

遺伝子型のデータを欠いているものも

多く、少数例ではあるが入力間違いや患

者間違いも認められる。そこで、 JMDP

においてレトロスペクティブに解析さ

れたドナーと患者の HLA 遺伝子型と比

較検討するとともに、JMDP を介した患

者とドナーペアーをチェックし確定す

ることで、一元化データベースを用いて

正確な解析をするための基盤を作成し

た。（分担研究者：森島泰雄）。  

非血縁者間臍帯血移植ドナー・患者の

HLA 情報、凍結時細胞数情報に関して、

各さい帯血バンクで管理されている情

報の確認を行い、研究目的の解析データ

セットへの反映を実施したとともに、入

力内容の修正を各施設へ連絡した。施設

にて  TRUMP に入力した移植成績デー

タはデータセンター経由で日本さい帯

血バンクネットワーク（JCBBN）事務局

に送付される。送付された移植データを

JCBBN 事務局より、web 経由で各バンク

へ 送 付 し た 。 各 バ ン ク は バ ン ク 内

TRUMP へデータを取り込んでバンクの

データベースとする。さい帯血バンク名

およびさい帯血 ID が間違っている場合

は web での照合ができないため、仮受領

として当該バンクが移植施設に修正依

頼をするという方法をとった。また、年

次本登録としてデータセンターに回収

された移植データのうち、特にさい帯血

付随データについて、さい帯血バンク側

の保有する臍帯血データを抽出し本登

録データと照合しながらクリーニング

を行った。これら処理後のデータをデー

タセンターと共有し、データセンター経

由で移植データ解析者 /ワーキンググル

ープに配布される。（分担研究者：長村



登紀子）。  

研究重要項目である Human leucocyte 

antigen (HLA)の入力不備や誤入力など

を確認し、修正するスクリプトを 2011

年度に作成し、2012-2013 年度はこの更

新を実施した。（分担研究者：神田善伸、

研究協力者：諌田淳也）。  

 

2．第二世代 TRUMP の開発（長期フォロ

ーアップシステムとリレーショナルデータ

ベースシステムの確立）（分担研究者：田渕

健、坂巻壽、神田善伸、研究協力者：山田

智史、坪井秀樹、研究代表者：熱田由子） 

長期予後研究に要求されるデータの質を

確保できるシステムを開発する。第一世代

造血細胞移植登録一元管理プログラム

（TRUMP）（2006 年から運用開始）は、

施設内のコンピューターで管理されるコン

ピュータベースのプログラムであるために、

中央から施設内データに直接アクセスする

ことが出来ない。調査項目の一部は、さい

帯血バンクや骨髄移植推進財団（骨髄バン

ク）で質の高い正確な情報を持っているた

め、中央からも同時アクセス可能なデータ

ベース構築が必要である。これを第 2 世代

TRUMP（TRUMP2）として開発を開始し

た。 

Webを基盤としたデータベースとして構築

するが、インターネットにつながったコン

ピューターで患者臨床情報を管理すること

を許可されていない施設でも運用な可能な

システムの構想を数通り準備し、2011 年度

には主に調査と設計を、2012 年度は主に

TRUMP2 の設計と開発を実施した。2013

年度前半は、TRUMP2 の動作確認を行う予

定とし、2013 年度後半には試験運用を開始

するというスケジュールで実施した。 

 

3．データ管理・統計解析の効率化研究 

統計解析に適したデータ構造書を作成し、

統計解析を実施するために研究者もしくは

統計解析担当者が共通で使用できる解析ス

クリプト（解析プログラム）を作成し、2011

年度末に公開した。（研究代表者：熱田由子、

分担研究者：神田善伸、研究協力者：諌田

淳也、倉田美穂） 

造血細胞移植症例の生存解析においては、

競合リスク因子を加味した解析、あるいは

時間依存変数を用いた解析など特殊な解析

手法が要求される。これらの解析が可能で、

かつ解析スクリプトの共有が行いやすい統

計ソフトウエアとして、Stata (StataCorp 

LP, Texas, USA)および R（フリーソフトウ

エア）を選択した。R では、マウス操作で

使いやすい EZR の紹介も行った（分担研究

者：神田善伸） Stata は 1 で説明したワー

キンググループ参加者を対象として希望者

を募り共同購入を行った。巻末の参考資料

として共同購入者リストを添付する。（参考

文書 2）  

2012 年度、2013 年度は Stata を用いた場

合の TRUMP データを用いた実際的な登録

研究データの管理方法、基本的な統計解析

の進め方に関するセミナーを開催した。特

に 2013 年度には基礎セミナー（研究代表

者：熱田由子、研究協力者：鈴木律朗、鍬

塚八千代、倉田美穂）、応用セミナー（研究

代表者：熱田由子、研究協力者：松尾恵太

郎、諫田淳也、鈴木律朗）と開催し、それ

ぞれ 50 名および 38 名が参加した。セミナ

ーでは、セミナー用模擬データセットをも

とに、模擬プロトコールを作成し、それに

基づいた一連の登録研究の各ステージに必

要なデータ管理・統計解析を実施した。応

用セミナーでは、多変量解析におけるモデ

ルの選択方法と検証、confounding factor に

よる影響や変数同士の correlation などの解

説、加えて造血細胞移植領域に特異的な解

析方法である競合リスク因子や時間依存性

変数を用いた解析の実演を行った。セミナ

ー資料は、2012 年度および 2013 年度報告

書に掲載した。総合報告書では、参考資料

としてマニュアルのみを添付する。（参考文

書 3） 

 

4．移植後長期生存者の quality of life 

(QOL)に関する研究 

造血幹細胞移植後の移植後長期生存患者

における QOL を小児、成人それぞれで横

断的に調査する研究を 2011 年度に立案し

た。2012 年度は、プロトコールの完成、日

本造血細胞移植学会、主たる施設を含む各



施設での倫理審査を経て 2013 年 1 月に研

究開始した。（分担研究者：谷口修一、研究

代表者：熱田由子） 

 

5. 海外登録機関との連携に関する研究 

北 米 を 中 心 と す る 登 録 機 関 で あ る

Center for International Blood and 

Marrow Transplantation Research 

(CIBMTR), 欧州を中心とする登録機関で

あ る European Group for Blood and 

Marrow Transplantation (EBMT), アジア

太平洋を中心とする Asia-Pacific Blood 

and Marrow Transplantation Group 

(APBMT)との連携、共同研究を可能とし、

活性化する体制の構築に関する研究を行っ

た。（研究代表者：熱田由子、研究協力者：

鍬塚八千代、神田淳也、木村文彦） 

 

C. 研究結果  

1．2013 年 12 月末時点で付表 1 に示す 23

のワーキンググループにて、計 178 件の研

究が遂行されている。巻末参考資料として

ワーキンググループで遂行され、学会発表

あるいは論文公表された研究一覧を添付す

る。（参考文書 4）各年度報告書には、各年

度のワーキンググループ活動報告書をそれ

ぞれの巻末に掲載した。これらの研究（二

次調査研究を含む）から計 105 件の学会発

表がなされ、27 研究が論文化された。ワー

キンググループの設置前までの、あるいは

ワーキンググループ枠外での（異なるテー

マなど）登録研究も同様のサポートのもと

に順調に遂行された。  

また、研究のための解析データセット内の

HLA データ、細胞数データなどの重要なデ

ータの質の向上が実現した。造血細胞移植

登録データを用いた臨床研究論文数の推移

のグラフを巻末資料として示す。（参考文書

5） 

 

2．第二世代 TRUMP の開発（長期フォロー

アップシステムとリレーショナルデータベー

スシステムの確立） 

Web を基盤としたデータベースとして構

築するが、インターネットにつながったコン

ピューターで患者臨床情報を管理することを

許可されていない施設でも運用な可能なシス

テムとしての、TRUMP2 の開発が進み、2014

年 1 月には、試験運用のアナウンスを行った。

2014 年 3 月 14 日時点で 38 施設からの試験運

用参加の申し込みがあった。 

 

3．データ管理・統計解析の効率化研究  

造血細胞移植の生存解析で用いられる患

者基本変数、疾患変数、アウトカム変数の

構造書、および構造書に基づいた解析スク

リプトを 2011 年度末に公開し、2012-2013

年度はスクリプトの更新および統計ソフト

Stata を用いた登録研究のセミナーを計 3

回実施した。さらに、2013 年 2 月より登録

研究個別の統計解析相談を開始し、16 名が

参加した。 

 

4．移植後長期生存者の quality of life 

(QOL)に関する研究  

造血幹細胞移植後の移植後長期生存患者に

おける QOL を小児、成人それぞれで横断

的に調査する研究計画書を作成し、2013

年 1月から研究開始した。2014年 2月末時

点で、小児研究、成人研究それぞれの調査

票受領症例数は小児の医師用調査票は 301

症例、患者用調査票 309 症例、医師用 /患

者用調査票共に受領は 264 症例、成人の医

師用調査票は 1053 症例、患者用調査票は

1027 症例、医師用 /患者用調査票共に受領

は 953 症例と良好な登録集積が得られてい

る。  

 

5. 海外登録機関との連携に関する研究  

CIBMTR との国際共同研究として、2 つの

研究（巻末資料のワーキンググループ報告

書内研究番号 18-10（研究協力者：木村）

および 18-4（研究協力者：鍬塚））の解析

が終了し、国際学会での発表（いずれも口

演）が終了し論文投稿がなされた。また、

2013 年 2 月、CIBMTR の会議である BMT 

Tandem Meetings 2013 期間中 CIBMTR 

International Studies Working 

Committee 会議において、18-13 研究を日

本と北米との国際共同研究として提案し

（研究協力者：諫田）、承認され、研究が開

始された。このように国際共同研究が現在



3 研究活発に行われており、成果の発表も

順調になされた。国際共同研究を行いやす

い体制作りに関しても欧米担当者と詳細な

議論を重ねた。（研究代表者：熱田）研究代

表者は CIBMTR の International Studies 

Working Committee の co-chair を担当し

た。 

 

D. 考察 

 造 血 細 胞 移 植 登 録 一 元 管 理 デ ー タ

（TRUMP データ）を用いた研究活動の活

性化および効率および質の向上のために、

方法、結果に上げた 5 つの研究を進めてお

り、いずれも確実な成果があったと考える。

特に、研究活性化体制の構築と、活性化を

支援するデータ管理、データマニピュレー

ションおよび統計解析指導および支援によ

り、実施研究数が増加し、今後の移植を必

要とする患者に還元する知見としての研究

成果の公表（学会発表、論文）の数が増加

したことは重要な成果と考える。  

 データの収集と管理には膨大な労力、コ

ストがかかるが、収集データの活用という

側面でも、大変な労力とコストが必要であ

るという点を改めて認識した。また、この

3 年間は、収集データの研究的活用を、お

もにその「効率性」について研究しつつ同

時にその「質」を向上するという方法をと

った。昨今、臨床研究における「データの

質」に関して「品質管理」のみではなく「品

質保証」が求められてきている。今後は、

データ収集における「監査」の体制あるい

は、個々の研究におけるデータ管理、デー

タマニピュレーションおよび統計解析の

「バリデーション体制」が求められると考

えており、この点については、今後の、し

かし、喫緊の重要な課題と考える。  

 

E. 結論  

 移植医療の登録研究方法論を技術的に分

析することにより、登録研究の効率と質を

統計解析の効率と質を含めて向上し、本邦

の造血細胞移植一元化登録を研究登録デー

タベースとして発展させつつあると言える。 

 

F. 健康危険情報  

   該当なし 
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1．ワーキンググループリスト 

番号  ワーキンググループ名  責任者名  

1 急性骨髄性白血病（AML）  【小児】   工藤  寿子  

2 急性骨髄性白血病（AML）  【成人】   高見  昭良  

3 急性リンパ性白血病（ALL）  【小児】   加藤  剛二  

4 急性リンパ性白血病（ALL）  【成人】   田中淳司  

5 慢性骨髄性白血病（CML）  【小児】   嶋田  博之  

6 慢性骨髄性白血病（CML）  【成人】   大橋  一輝  

7 骨髄異形成症候群（MDS）  【小児】   渡邉  健一郎  

8 骨髄異形成症候群（MDS）  【成人】   宮崎  泰司  

9 悪性リンパ腫（ML）  【小児】   小林  良二  

10 悪性リンパ腫（ML）  【成人】   鈴宮  淳司  

11 再生不良性貧血  【小児】   小島  勢二  

12 再生不良性貧血  【成人】   山﨑  宏人  

13 成人 T 細胞白血病リンパ腫（ATL）   宇都宮  與  

14 多発性骨髄腫   
2011：岡本真一郎  

2012-2013：角南一貴  

15 固形腫瘍   井上  雅美  

16 遺伝性疾患  （免疫不全・代謝異常・造血不全など）   矢部  普正  

17 HLA と移植成績   神田  善伸  

18 
ドナー別（血縁・非血縁）・移植細胞ソース別（骨髄･末梢血･さ

い帯血）による移植成績   
宮村  耕一  

19 GVHD 予防法と GVHD  村田  誠  

20 GVHD 以外の移植関連合併症   福田  隆浩  

21 晩期合併症と QOL  
2011-2012：谷口修一  

2013：山下卓也  

22 ドナーの安全性（骨髄･末梢血）   小寺  良尚  

23 海外ドナーからの移植  一戸  辰夫  

 



2．Stata 購入者リスト 

  氏  名       所   属     氏  名       所   属  

村田 誠  名古屋大学医学部附属病院  東梅友美  ミシガン大学がんセンター  

長村登紀子  東京大学医科学研究所附属病院  
西森久和  岡山大学大学院医歯薬学総合研

究科  

神田善伸  
自治医科大学附属さいたま医療

センター  

近藤忠一  京都大学医学研究科  

坂巻 壽  都立駒込病院  
林 良樹  国立がん研究センター 中央病

院  

宮村耕一  名古屋第一赤十字病院  青木 淳  都立駒込病院  

田渕 健  都立駒込病院  池邉太一  大分大学医学部附属病院  

嶋田博之  慶應義塾大学病院  植木俊充  長野赤十字病院  

宮崎泰司  長崎大学病院  中野伸亮  慈愛会 今村病院分院  

小島勢二  名古屋大学医学部附属病院  塩原正明  長野県立こども病院  

工藤寿子  
地方独立行政法人  静岡県立病

院機構   静岡県立こども病院  

森 有紀  国家公務員共済組合連合会  虎

の門病院  

宇都宮與  
公益財団法人慈愛会 今村病院

分院  

宮村能子  大阪大学医学部附属病院  

井上雅美  
大阪府立母子保健総合医療セン

ター  

吉原宏樹  聖路加国際病院  

岡本真一郎  慶應義塾大学病院  高見  昭良  金沢大学附属病院  

矢部普正  
東海大学医学部基盤診療学系再

生医療科学  

大中貴史  小倉記念病院  

福田隆浩  
国立がん研究センター 中央病

院  

後藤守孝  東京医科大学病院  

一戸辰夫  佐賀大学医学部附属病院  
藤澤  信  公立大学法人横浜市立大学附属

市民総合医療センター  

多賀  崇  滋賀医科大学附属病院  三橋健次郎  東京女子医科大学病院  

富澤大輔  
東京医科歯科大学医学部附属病

院  

安井昌博  大阪府立母子保健総合医療セン

ター  

岡本康裕  鹿児島大学病院  近藤  健  北海道大学病院  

横山洋紀  東京慈恵会医科大学附属病院  青木一成  京都大学大学院医学研究科  

増子正義  新潟大学医歯学総合病院  宮尾康太郎  安城更生病院  

瀬尾幸子  
Fred Hutchinson Cancer 

Research Center 

深野玲司  国立病院機構  九州がんセンタ

ー  

石山 謙  東京都立大塚病院  千原 大  愛知県がんセンター研究所  

宇佐美郁哉  
神戸市立医療センター中央市民

病院  

藤原   弘  愛媛大学医学部附属病院  

河崎裕英  関西医科大学枚方病院  澤山   靖  長崎大学病院  

石田宏之  
パナソニック健康保険組合・松

下記念病院  

吉満   誠  鹿児島大学病院  

  氏  名       所   属    氏  名       所   属  



水田秀一  藤田保健衛生大学病院  
角南  一貴  独立行政法人国立病院機構  岡

山医療センター  

金森平和  
（独）神奈川県立病院機構 神

奈川県立がんセンター  

三田村真  特定非営利活動法人全国骨髄バ

ンク推進連絡協議会  

政氏伸夫  
北海道大学大学院  保健科学研

究院  

森下喬允  名古屋大学大学院医学系研究科  

東條有伸  東京大学医科学研究所附属病院  緒方正男  大分大学医学部附属病院  

吉田奈央  名古屋第一赤十字病院  高野久仁子  大分大学医学部附属病院  

小嶋靖子  東邦大学医療センター大森病院  冲中敬二  国立がん研究センター中央病院  

石川隆之  
神戸市立医療センター中央市民

病院  

栗田尚樹  筑波大学附属病院  

三井哲夫  山形大学医学部附属病院  
坂本佳奈  自治医科大学附属さいたま医療

センター  

近藤英生  岡山大学病院  長藤宏司  久留米大学病院  

吾郷浩厚  島根県立中央病院  岩崎史記  神奈川県立こども医療センター  

山﨑宏人  金沢大学附属病院  高橋義行  名古屋大学医学部附属病院  

長谷川大一郎  兵庫県立こども病院  小林良二  札幌北楡病院  

矢野  真吾  東京慈恵会医科大学附属病院  前田嘉信  岡山大学病院  

杉田純一  北海道大学  横山寿行  独立行政法人国立病院機構  仙

台医療センター  

森 甚一  がん・感染症センター 都立駒

込病院  

藤 重夫  国立がん研究センター中央病院  

町田真一郎  東海大学医学部付属病院  藤田直人  広島赤十字・原爆病院  

加藤剛二  名古屋第一赤十字病院  伊豆津宏二  国家公務員共済組合連合会  虎

の門病院  

堀越泰雄  地方独立行政法人  静岡県立病

院機構    静岡県立こども病院  

森 毅彦  慶應義塾大学病院  

加藤元博  埼玉県立小児医療センター  福島卓也  琉球大学医学部保健学科血液免

疫検査学分野  

加藤春美  愛知県がんセンター中央病院  和氣  敦  国家公務員共済組合連合会  虎

の門病院  

今井陽俊  札幌北楡病院  渡邊憲一郎  京都大学医学部附属病院  

重松明男  北海道大学病院    

 



3． Stata 簡易マニュアル 

 



4．ワーキンググループ登録研究公表（学会発表、論文）一覧 

研究
番号  

課題名  PI 学会発表  論文  

1-1 小児 AMLにおける第 2寛解期再移植例の成
績と再移植の意義  

多賀崇  JSH2012  

1-2 非寛解期小児 AML における移植成績  岡本康裕  JSHCT2012  

1-3 ダウン症候群に合併した急性骨髄性白血病
に対する造血幹細胞移植の成績  

村松秀城  JSPHO2011 Pediatr 
Blood 
Cancer .( i
n press) 

1-4 小児 AML に対する自家移植の解析  坂口大俊  JSHCT2012  

1-5 小児・思春期 AML 第一，第二寛解期に対す
るアロ造血幹細胞移植前処置の影響  

石田宏之  JSHCT2012  

1-7 t(8;21)および inv(16)異常を有する小児急
性骨髄性白血病に対する造血幹細胞移植の
成績  

村松秀城  JSHCT2013  

2-1 AML 患者に対する RIST の有用性に関する
研究-骨髄移植と末梢血幹細胞移植の比較- 

金森平和  ASH 2012  

2-3 成人 AMLに対して iv Busulfanを用いた移
植前治療による自家造血幹細胞移植の治療
成績  

山下卓也  JSHCT2013  

2-4 成人 AMLに対して iv Busulfanを用いた移
植前治療による同種造血幹細胞移植の治療
成績  

山下卓也  JSH2012 ,他   

2-5 初回寛解導入不応・再発非寛解期の急性骨
髄性白血病に対する同種移植の予後解析  

横山洋紀  JSH2012  

2-6 各染色体分類における急性骨髄性白血病に
対する同種移植の予後の比較  

横山洋紀  JSHCT2012  

2-7 急性骨髄性白血病に対する同種造血幹細胞
移植後の再発リスク因子解析  

矢野真吾  ASH2011 ,他   

2-8 AML 移植後再発に対する DLI の有用性と
予後予測因子の解析  

高見昭良  JSH2012  

2-12 AML-M6/M7 に対する造血幹細胞移植  石山謙  JSHCT2012,
他  

 

2-23 成人 AMLに対する iv Busulfanを用いた骨
髄破壊的移植前治療による同種造血幹細胞
移植の治療成績  

山下卓也  JSHCT2013, 
他  

 

2-24 成人 AMLに対する iv Busulfanを用いた骨
髄非破壊的移植前治療による同種造血幹細
胞移植の治療成績  

山下卓也  JSHCT2013, 
他  

 

3-2 小児急性リンパ性白血病に対する骨髄破壊
的移植と骨髄非破壊的移植の比較検討  

加藤剛二  JSHCT2012  

3-4 同種移植後再発小児 ALLにおける同種再移
植後の予後に関する検討  

加藤元博  JSHCT2012 BMT 
2012;47:13
07 

3-5 非寛解期小児 ALL における移植成績  岡本康裕  JSHCT2012  
3-6 小児・思春期 ALL 第二寛解期に対するアロ

造血幹細胞移植前処置の影響  
石田宏之  JSHCT2012  



研究
番号  

課題名  PI 学会発表  論文  

3-12 小児急性白血病の移植前処置における経口
ブスルファンと静注ブスルファンの比較  

加藤元博  JSH2013,他  BBMT 
2013;19:16
90 

4-1 高齢者 ALL 患者に対する RIST の有用性と
予後因子に関する研究  

金森平和  ASH2011 BMT 
2013;48:15
13 

4-2 Impact of donor sources on allogeneic 
stem cell transplantation for Philadelphia 
chromosome-negative acute 
lymphoblastic leukemia in first 
complete-remission. 

西脇聡史  ASCO2012,
他  

Ann Oncol 
2013;24:15
94 

4-3 急性リンパ球性白血病に対する軽減前処置
造血細胞移植に関する後方視的解析および
骨髄破壊的前処置移植との比較  

田中淳司  ASH2012 BMT 
2013;48:13
89 

4-4 成人フィラデルフィア染色体陰性急性リン
パ性白血病における第一寛解期自家移植と
同種移植の治療成績の比較  

加藤春美  ASH2012  

4-5 Ph+ALL を対象とした造血幹細胞移植にお
ける予後因子解析  

水田秀一   Blood in 
press 

5-2 慢性骨髄性白血病に対する同種造血幹細胞
移植の成績 (CML 成人共同研究）  

村松秀城  JSHCT2012  

6-1 慢性骨髄性白血病（CML）の同種移植の幹
細胞別の移植成績の比較  

大橋一輝  JSH2012,他   

7-1 治療関連による小児および若年者の骨髄異
形成症候群（MDS） /急性骨髄性白血病
（AML）症例に対する造血幹細胞移植治療
の検討  

小嶋靖子  JSHCT2012  

7-4 小児骨髄異形成症候群に対する同種造血幹
細胞移植において G-CSFの予後に与える影
響  

長谷川大一郎  JSH2011  

7-5 小児一次性骨髄異形成症候群に対する至適
移植法の開発に関する研究  

長谷川大一郎  EBMT2013  

8-1 同種造血幹細胞移植が行われた 50歳以上の
MDS 患者における移植成績の検討  

青木一成  ASH2012  

8-3 成人 MDS に対する臍帯血移植  石山謙  EHA2013,他   

8-4 慢性骨髄単球性白血病に対する同種造血幹
細胞移植の有効性の検討  

糸永英弘  ASH2013  

9-2 小児における稀なリンパ腫の造血幹細胞移
植症例の検討  

小林良二  Internation
al 
Symposium 
on 
Childhood, 
Adolescent 
and Young 
Adult Non 
–Hodgkin’s 
Lymphoma 
2012 

BJH 
2012;159:8
8 

9-4 小児未分化大細胞型リンパ腫に対する造血
細胞移植成績  

深野玲司  JSH2013  



研究
番号  

課題名  PI 学会発表  論文  

9-6 小児成熟 B 細胞性腫瘍に対する造血細胞移
植成績  

藤田直人  Internation
al 
Symposium 
on 
Childhood, 
Adolescent 
and Young 
Adult Non 
–Hodgkin’s 
Lymphoma 
2012 

 

10-1 濾胞性リンパ腫の造血幹細胞移植の後方視
的研究  

伊豆津宏二  ASH2011,他   

10-2 悪性リンパ腫自家移植後再発に対する同種
移植の有効性の検討  ― 一元化データを用
いた解析 ― 

吾郷浩厚  JSHCT2012  

10-3 節外性 NK/T 細胞リンパ腫、鼻型（ENKL）
の移植成績  

鈴木律朗  ICML2011,
他  

 

10-4 リンパ腫の組織型別・病期別移植成績  伊豆津宏二  ICML2011,
他  

 

10-5 ホジキンリンパ腫に対する造血幹細胞移植
の後方視的検討  

賀古真一  JSHCT2012  

10-6 移植前Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎ウイルスの感染
状態が悪性リンパ腫の移植成績および有害
事象に及ぼす影響  

加藤春美  JSH2013,他   

10-7 高齢者びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫の
造血幹細胞移植の後方視的研究  

千原大  ICML2013 BBMT 
(in press) 

10-8 縦隔(胸腺)大細胞型 B 細胞性リンパ腫に対
する造血幹細胞移植の後方視的研究  

近藤英生  ICML2013  

10-9 中枢神経原発リンパ腫に対する造血幹細胞
移植の後方視的研究  

近藤英生  EHA2013  

11-1 フルダラビン導入が非血縁骨髄移植の成績
に与える影響  

矢部普正  JSHCT2012  

11-2 小児再生不良性貧血における HLA 一致血
縁者間骨髄移植と免疫抑制療法の比較  

吉田奈央  JSH2011,他   

11-3 小児再生不良性貧血におけるドナー選択
—HLA 一致血縁ドナー、不一致血縁ドナ
ー、非血縁ドナーの比較  

小島勢二  JSH2011,他   

11-4 小児の HLA 一致同胞間移植における治療
成績  

菊地陽  JSHCT2012 BMT 
2013;48:65
7 

11-7 小児再生不良性貧血における骨髄移植後ド
ナータイプ造血不全の解析  

吉田奈央  ASH2012,他   

13-1 ATL 患者に対する同種骨髄破壊的移植と非
破壊的移植の比較検討  

石田高司  JSH2011 Blood:2012
;120:1734 

13-2 成人 T 細胞性白血病／リンパ腫に対する臍
帯血移植の後方視的検討  

加藤光次  JSH2012,他   

13-3 ATL 患者に対する同種骨髄破壊的移植と非
破壊的移植の比較検討、GVHD の意義につ
いて  

石田高司   BBMT 
2013;19:17
31 
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14-2 造血幹細胞移植を施行した多発性骨髄腫で
の予後因子解析  

高松博幸  EHA2013,他   

15-2 造血幹細胞移植を併用する大量化学療法を
施行したユーイング肉腫ファミリー腫瘍の
治療成績  

小川淳  JSPHO2011  

15-3 小児肝芽腫に対する大量化学療法の有用性
の検討  

山本将平  JSPHO2011  

15-4 神経芽腫に対する同種臍帯血移植の検討  高橋義行  EBMT2012,
他  

 

15-6 網膜芽細胞腫に対する造血幹細胞移植の検
討  

小林良二  JSPHO2011  

15-7 横紋筋肉腫の造血幹細胞移植症例の検討  小林良二  JSPHO2011  
15-8 ウイルムス腫瘍および類縁疾患に対する造

血幹細胞移植の検討  
小林良二  JSPHO2011  

16-3 Diamond-Blackfan 貧血に対する同種造血
細胞移植の成績  

矢部普正  JSHCT2012,
他  

 

16-4 Fanconi 貧血に対する同種造血細胞移植の
成績  

矢部みはる  JSHCT2012,
他  

 

16-9 副腎白質ジストロフィーに対する同種造血
細胞移植  

加藤剛二  JSHCT2013,
他  

 

17-3 非血縁者間骨髄移植における年代別のアリ
ル不適合の影響  

神田善伸  JSH2012 BJH 
2013;161:5
66 

17-6 Reduced intensity conditioning を用いた
非血縁者間骨髄移植における HLA 不一致
の影響  

横山寿行  JSHCT2013  

17-8 KIR リガンド不適合が移植成績に及ぼす影
響の検討  

田中淳司  EHA2013 Blood 
Cancer J 
(in press) 

17-11 T細胞除去を用いない HLA不一致親子間移
植においてレシピエントとドナーとの血縁
関係が移植成績に与える影響の検討  

一戸辰夫  ASH2012,他   

17-12 非血縁者間臍帯血移植における HLA 不適
合度と移植成績  

熱田由子  EBMT2012,
他  

Haematolo
gica 
2013;98:81
4 

17-13 非血縁者間臍帯血移植における GVH 方向
HLA不適合あるいは HVG方向 HLA不適合
が移植成績に及ぼす影響  

諫田淳也  JSH2012 BBMT 
2013;19:24
7 

17-14 非血縁者間骨髄移植における年代別の高リ
スクアリル不適合の影響  

神田善伸   BBMT 
(in press) 

17-15 第一寛解期急性白血病に対する同種移植に
おける、ドナー選択に関する臨床決断分析
―GVH 方向 HLA 一抗原不適合血縁者と
HLA8/8 アリル適合非血縁者の比較  

諫田淳也  JSHCT2013,
他  

 

18-2 年齢、体重、性別、疾患別にみたドナー別・
ソース別の造血細胞移植実施状況と成績比
較  

加藤俊一  JSPHO2012  

18-4 非血縁者間移植の至適ドナーの検討を目的
とした国際共同研究  

鍬塚八千代  EBMT2013,
他  

BBMT 
(in press) 
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18-6 急性白血病、慢性白血病急性転化および骨
髄異形成症候群に対する同種造血幹細胞移
植における移植ソースの影響および化学療
法との比較  

田中正嗣  JSH2013  

18-8 非血縁者間臍帯血移植と GVH方向 1抗原以
内不適合血縁者間移植の移植成績の比較  

諫田淳也  JSH2012 Leukemia 
2013;27:28
6 

18-9 ABO血液型不適合が同種移植成績に与える
影響—移植細胞ソースによる違い  

木村文彦  JSH2012  

18-10 重症再生不良性貧血に対する血縁者間造血
細胞移植成績の国際比較  

木村文彦  EHA2013  

18-12 HLA一致血縁ドナーからの成人造血悪性腫
瘍に対する骨髄破壊的前処置による同種造
血幹細胞移植  移植ソース 骨髄と末梢
血幹細胞の比較  

長藤宏司  JSH2012  

19-1 シクロスポリンおよびタクロリムスによる
ＧＶＨＤ予防法の比較検討  

酒井リカ  EBMT2012,
他  

 

19-2 血液悪性腫瘍に対する同種造血細胞移植に
おける抗リンパ球グロブリンの臨床的検討  

加藤剛二  JSH2012,他   

19-5 既存データを用いた年齢別の急性 GVHD発
症後の予後の検討  

中根孝彦  JSH2012,他   

19-6 急性 GVHDに対するステロイド一次治療の
成績  

村田誠  JSHCT2012,
他  

BBMT 
2013;19:11
83 

19-7 GVHD と TMA の関連性の検討  吾郷浩厚  JSH2012  

19-8 既存データを用いた臓器別慢性 GVHDの発
症様式、発症頻度、予後の解析  

諫田淳也  JSH2012 BMT (in 
press) 

19-9 一元化管理事業データに基づく造血幹細胞
移植後の閉塞性細気管支炎の解析  

仲宗根秀樹  JSHCT2012 Transpl 
Int 
2013;26:63
1 

19-10 GVHD と GVL 効果に対するドナーとレシ
ピエントの性別の影響  

大島久美  Tandem201
2,他  

 

20-1 造血幹細胞移植後サイトメガロウイルス感
染症の発症頻度、危険因子、予防法に関す
る研究  

西田徹也  JSHCT2013  

20-2 非血縁者間移植患者におけるウイルス感染
症の検討  

森有紀  JSH2013  

20-3 同種造血幹細胞移植後の出血性膀胱炎
（HC）に対する標準的予防法・早期治療法
の確立に向けた抗ウイルス薬の HC 発症抑
制効果に関する検討  

中沢洋三  JSHCT2013  

20-4 造血幹細胞移植後合併症と長期予後に与え
る HCV 既感染の影響  

仲宗根秀樹  JSHCT2012,
他  

Am J 
Hematol 
2013;88:47
7 

20-5 同種造血幹細胞後の深在性真菌症に関する
検討  

大島久美  JSH2012,他   

20-6 一元管理事業データに基づく同種造血幹細
胞移植後の器質化肺炎(COP/BOOP)の解析  

仲宗根秀樹  JSH2012 BMT :2013
;48:1317 
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20-7 Hematopoietic Cell Transplantation 
Specific Comorbidity Index (HCT-CI)を用
いた同種造血幹細胞移植後の予後予測に関
する研究  

横山洋紀  JSHCT2012  

20-8 同種造血幹細胞移植後の類洞閉塞症候群の
発症割合、リスク因子ならびに治療法に関
する研究  

藥師神公和  ASH2013  

20-9 同種造血幹細胞移植後の微小血管症の発症
割合、リスク因子、予後に関する研究  

名和由一郎  JSHCT2012  

20-10 小児および成人における移植後非感染性肺
合併症に関する検討  

鬼塚真仁  JSHCT2013  

20-11 造血幹細胞移植後ウイルス感染の造血器悪
性腫瘍再発に及ぼす影響に関する研究  

竹中克斗  JSHCT2013  

20-12 小児に対する同種造血幹細胞移植後の生着
不全に対する再移植の予後  

加藤元博  JSH2012,他  BMT 
2013;48:11
73 

20-13 同種造血幹細胞移植前の糖尿病が予後に与
える影響について  

高野久仁子  JSHCT2013  

20-16 血小板生着不全のリスク因子と予後に及ぼ
す影響  

木村文彦  JSHCT2013,
他  

 

20-19 同種造血幹細胞移植前の BMIと予後の関連
について  

藤重夫  JSH2013  

21-4 同種造血幹細胞移植における晩期死亡と死
因の解析  

熱田由子  JSH2012,他   

21-7 同種造血幹細胞移植後の晩期再発に関する
検討  

山下卓也  ASH2013  

22-1 Safety and risk of allogeneic peripheral 
blood stem cell donation: results of 
nation-wide consecutively prereistered 
3,264 family donor survey in comparison 
with bone marrow donation in Japan 

小寺良尚  ASH2010 BMT 
2014;49:19
5 

22-2 同種造血細胞ドネイションの更なる促進の
ために  

小寺良尚  JSHCT2011  

22-3 血縁造血幹細胞ドナーの声  小寺良尚   日本造血細
胞移植学会
雑 誌  
2012;1:6 

22-5 小児骨髄移植ドナーの安全性  矢部みはる  JSHCT2013  

23-1 海外非血縁ドナーからの造血幹細胞移植の
成績に関する検討 ～国内非血縁ドナーか
らの骨髄移植・さい帯血移植との
matched-pair 解析  

一戸辰夫  APBMT2012
,他  

 

 

 

 


